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H･KURODA and K･SI{IMAJI:Fiber Length












































越島哲夫 :ヘミセルロース, =木材の科学= (原田
浩,原口隆英)文永堂出版 (秩),東京,p.66-
103(1985)
-ミセルロースの分離 ･分析 ･化学構造 ･反応に
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三成分ともに共通してお り, 針 (1-4)結合したキ
シロース30個あた り,4-0-メチルグル クロン酸が


























Microwave Irradiation of Lignocellulosic
























































































本 桐 研究 ･資料 第22号(1986)
ラムにかけ,水で溶出して糖オリゴマーを,そのあ
と50%ジオキサンによりLCCオリゴマーを分離し





























で標識した (Ⅰ)及び γ位を 13Cで標識した (Ⅰ)を






S. KAWAI,T.UMEZAWA and T.HIGUCHI:
Arylglycerol-r-formylesterasan aro-atic
ringcleavageproductofnonphenolicp-0-4














合物 (IIⅠ′)を用いて, 化合物 (ⅠⅠ)のギ酸エステ
ルがβ位に結合した芳香環に由来す ることが明ら
かにされた｡しかしながら化合物 (ⅠⅠ)は,4-- ト
キシ-3-メトキシフェニルダ リセ p-ル βー-グアイ
アシルエーテル (IV)の分解物中に兄い出されな
かった｡化合物 (ⅠⅠ)浴,4-- トキシー 3-メトキシ
フェニルグリセロール (V)の前駆体となりうるこ
とが,3-(4-- トキシー 3-メトキシフェニル)-トホル












age of 1,2-Bis (4--ethoxyphenyl) ethane-
1,2-diolby-eso-tetraphenylporphyrinatoiron



















CIC Single Bond Cleavage of I,2-Bis (p-
-ethoxyphenyl)propane-I,3ldiol(コatalysed












ンに よって触媒 され,p-メトキシフェニルエタ ン
-1,2-ジオール とp-7ニスアルデヒドが Cα-Cβ結
合切断初期生成物として得られた｡前者の生成物中






























T･ONO and M･NoRIMOTO:Anisotoropy or





























































































nology for Low-Density Particleboard I.

































V･C. MALLARI, S. KAWAl, H. SASAKI, B.
SUBIYANTO and T.SAKUNO:TheManufactur_
ingofParticleboardI. Typesofadhesives
































































































































ofvery early stages ofdecay in western









































































































とは TCsの形成の中間段階にあるのか あ るいは
TCsが新たに合成されることを意味する｡
越島哲夫 :木材糖化工業の将来展望,林業技術,
No.510.2(1984)
木材糖化工業が現在どのような問題を含み,将来
どのように展開していくかにつき論 じた｡
越島哲夫 :食用きのこの生育促進,日本醸造協会雑
誌,79,851(1984)
針葉樹亜硫酸パルプ排液からえられる食用きのこ
生育促進成分を用い,ヒラタケ,エノキタケ,シイ
タケなどを培養したときの最適条件,きのこ収量,
有効成分等につき検討 した｡その結果,糖 ･リグニ
ン結合体 (LCC)のスルホン化物が著しい生育促
進効果をもつことを兄いHJ.した｡
越島哲夫 :ウッドケミカルスの動向と将来,生物資
源の開発と利用技術講習会テキス ト (化学工学協会
関西支部)p57-61(1984)
天然樹木が生産するケミカルス,として油脂,精油,
ゴム,樹脂,パ′レプ化過程で副生するケミカルスと
して硫化ジメチル,ジメチルスルホキシド,バニリ
ン, トー′レ油 ロジン,脂肪酸,ピヅチ,テルペンチ
ソ, リグノスルホン酸塩,のほかセルロースファイ
ンポ リマー,ブルコ-スおよびその関連物質などに
つき述べた｡
野村隆哉 :林産学およびその関連産業の広がりを求
めて,木材工業,39,594(1984)
私たちにとって身近な生活材料である木材は,こ
れまで潤沢にあ りすぎたため,他の工業原料と同じ
ょうに取 り扱われてきた｡そのため,生物材料とし
ての特性を私達の生活文化の中に正しく位置付ける
努力を十分 してこなかったのではなかろうか｡ここ
では,林産学や木材二1二業の再生のためには,天然素
材としての木材そのものをただ単に材料としてでは
なく,生活文化の面から総合的に捕えなおすことの
必要性を指摘 した｡
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